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介護保険制度について

― 制度の概要 ―
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介護保険制度の導入の考え方
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介護保険制度の仕組み
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介護保険の財源構成と規模

介護サービスの費用は、半分を保険料、半分を公費（税金）でまかなっています（利用者負担分を除く）

国
25%

都道府県
12.5%

市町村
12.5%

４



介護保険制度の被保険者（加入者）
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介護サービス利用の流れ
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介護サービスの種類

介護サービスは「介護給付（要介護1〜5）」と「予防給付（要支援1・2）」に分かれ、指定・監督する主体によ

って次のように整理されます。

市町村が指定・監督
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地域包括ケアシステム
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今後の状況① 高齢化の進展

2025年に「団塊の世代」が全員75歳以上となるなど、後期高齢者・超高齢者が大きく増加していきます。
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今後の状況② 年齢と要介護認定率

要介護認定率は年齢が上がるほど高くなります。後期高齢者・超高齢者の増加は、要介護リスクの高い層の

増加を意味します。

12



今後の状況③ サービス需要の見通し

ピークの時期は地域によって異なります

都市部では2040年以降も増加が続く一方、人口減少が進む地域では既にピークを過ぎ減少局面に入っているなど、地域

差が大きい点に留意が必要です。

（出典：厚生労働省「介護分野の最近の動向」等を基に作成。第9期介護保険事業計画等に基づく推計・概数）
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まとめ

本日説明した介護保険制度の概要のポイントです。

1 介護保険は「高齢者の介護を社会全体で支え合う」社会保険
自立支援・利用者本位を理念とし、2000年に施行

2 市町村が保険者。財源は 保険料50％＋公費50％
被保険者は第1号（65歳以上）と第2号（40〜64歳）

3 要介護認定 → ケアプラン → サービス利用 の流れ
利用者負担は原則1〜3割。在宅サービスには区分支給限度基準額（上限）

4 サービスは「県指定」と「市町村指定」に整理される
居宅・施設は県、地域密着型・総合事業は市町村

5 需要は2040年頃にピーク・地域差が大きい
住み慣れた地域で暮らせる地域包括ケアシステムの推進が重要
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